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国際保健学分野
最終学歴
昭和47年 9月 京都大学医学部医学科卒業
職　　歴
昭和47年12月 京都大学医学部付属病院・大阪大学特殊救急部にて外科系卒後研修
昭和49年12月 大阪大学特殊救急部研究生
昭和50年 3月 京都桂病院外科医員
昭和51年 7月 松江赤十字病院外科医員
昭和52年11月 倉敷中央病院外科医員，副医長
昭和56年 7月 滋賀医科大学第一外科文部教官助手，病棟医長，肝胆膵外科主任
昭和62年10月 国立病院医療センター国際協力部厚生技官，外科併任
昭和63年 9月 1988-89年度武見フェローとして米国ハーバード大学公衆衛生大学院国際
保健プログラムに研究留学。（平成元年 8月帰国）
平成元年12月 滋賀医科大学講師（非常勤）に併任
平成 4年 4月 東京大学講師（非常勤）に併任，東京大学大学院医学系研究科授業担当
平成 5年 6月 国際協力事業団の委嘱によりインドネシア保健省計画局顧問としてイン
ドネシア出張（平成 7年 2月帰国）
平成 5年10月 国立病院医療センターが機構改革により国立国際医療センターに改称し
たのに伴い，国立国際医療センター国際医療協力局派遣協力課厚生技官
となる。（第二専門外来併任）
平成 8年 4月 佐賀医科大学講師（非常勤）に併任
平成10年 4月 東北大学大学院医学系研究科社会医学講座国際保健学分野教授非常勤講
師に併任：　
 佐賀大学医学部 ｢2003‐ 2004年度｣，  
秋田大学医学部（2003‐ 2008年度）
 九州大学大学院医学系学府（2003‐ 2005年度），  
山形県立保健医療大学（2004‐ 2010年度）
 東京医科歯科大学医学部（2003，2011年度），  
国立公衆衛生院（1999‐ 2001年度）
 国立医療 ･病院管理研究所　（1998‐ 2001年度），  
国立保健医療科学院（2002‐ 2007年度）
平成24年 3月　　東北大学を定年退職
学　　位
平成 8年11月 保健学博士（東京大学）
学会等における活動
日本集団災害医学会　理事（1996年～現在），第11回学術総会会長（2006年）
医療の質 ･安全学会　副理事長　（2007年～現在），第2回学術総会会長（2007年）
日本国際保健医療学会　理事　（2008年～現在），第24回学術総会会長　（2009年）
医療の TQM推進協議会　代表幹事（1999年～2010年）　
一般社団法人医療の TQM推進協議会　理事長（2010年～現在）
東北国際保健研究会　代表幹事　（2002年～2011年），第1回学術総会会長（2002年）
日本公衆衛生学会　評議員　（2002年～2005年）
衛生学公衆衛生学教育協議会　国際交流委員会委員長　（2008年～2011年）
日本品質管理学会　代議員　（1999年～2003年）
日本医学教育学会　推薦評議委員　（2003年～2007年）
日本クリニカルパス学会　評議員　（2001年～2009年）
医療安全全国共同行動運営会議委員・企画委員長　（2008年～2012年）
社会における活動
国際緊急援助医療チームに係る総合調整部会委員（JICA）　　（1998年～2003年）
国際緊急援助医療チームに係る総合調整部会アドバイザ （ーJICA）　　（2004年～2008年）
中米およびカリブ地域保健研修コースにかかる特別案件等調査　（2002年）
STC on Disaster Health Management for Vietnam  (WPRO/WHO)  　 （2001年）
インドネシア国保健医療システム強化に関する研修に関する在外技術研修講師（JICA）  
 （2003年）
ボリビア国サンタクルス県地域保健ネットワーク強化プロジェクト国内委員（JICA）　 
 （2003年～2005年）
アメリカ合衆国・エルサルバドル調査団団長（JICA）　（2003年，2004年）
中米地域 保健医療質管理研修 コースディレクター　（（JICA委託事業）　（2003年～2007年）
中米地域 保健医療質管理研修にかかるニカラグア調査団長（JICA東北）（2006年）
Member of the Governing Council for Research of the World Alliance for Patient Safety 
 WHO/Geneve  （2006年～2012年）
国際協力事業評価検討会（厚生省）（2003年～2006年）
保健関連MDGs達成に向けた我が国の取組みの評価（外務省）　（2004年～2005年）
特定非営利活動法人災害人道医療支援会 (Huma) 理事　　（2006年～2010年）
武見フェロー選考委員会委員　（日本医師会）　（2007年～2011年）
国際保健検討委員会　（日本医師会）　（2008年～2012年）
国立国際医療センターの将来構想に関する有識者会議委員　（2004年～2007年）
品質マネジメントシステム規格国内委員会委員（日本規格協会）　（2001年～2011年）
QCサークル本部指導員（日本科学技術連盟）　（2000年～2009年）
日本医療機能評価機構医療情報サービス事業医療技術評価部会委員（2005年～2011年）
ヒューマンエラー部会委員（厚労省）　（2004年～2006年）
診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業運営委員会委員　（2005年～2010年）
科学研究費委員会委員（日本学術振興会）　　（2005年）
大学評価作業委員会委員　（独立行政法人大学評価・学位授与機構）　　（2004年）
道州都市制度研究会委員　（仙台市），（2004年）
宮城県救急医療協議会委員・副会長　（宮城県）　（2008年～2012年）
災害保健医療アドバイザー・災害医療コーディネーター　（宮城県）　（2011年）
1業 績 目 録
Ⅰ．著書・訳書
 1. 上原鳴夫：肺塞栓症，大田宗夫・田伏久之編，救急ケーススタディ第 2巻救
急疾患，医学書院，東京，1985
 2. 上原鳴夫： 肝臓移植の現況，フォーラム実行委員会編，バイオエシックスー
先端医療を考える視点，ゆみる出版，東京，1988
 3. 上原鳴夫，青野允・鵜飼卓・山本保博　監，災害医学用語辞典－和 ･英 ･仏
･西語，へるす出版，東京，1992
 4. 上原鳴夫：患者の権利，日本評論社，東京，1992
 5. 上原鳴夫：保健医療協力，EFFA開発研究所編，発展途上国の社会開発ハン
ドブック，海外コンサルティング企業協会，東京，1994
 6. 上原鳴夫：保健・医療・福祉の国際化，江川寛編，医療科学，医学書院，東
京，p24-p34，1995
 7. 上原鳴夫：災害医療サイクル－ PHC期，大田宗夫編，災害看護，メディカ
出版，大阪，1996
 8. 上原鳴夫：参加型改善活動について，小早川隆敏編，国際医療協力入門，東
京，1998
 9. 上原鳴夫：マレーシア，「世界の公衆衛生体系」作成企画委員会編，世界の
公衆衛生体系，日本公衆衛生協会，東京，1999
 10. 上原鳴夫，医療と品質管理，品質月刊委員会，東京，1999
 11. 上原鳴夫：保健・医療・福祉の国際化，江川寛監・鈴木信，信川益明編，医
療科学，医学書院，東京，2000
 12. 上原鳴夫： 医療の TQM推進協議会編，病院の改善活動事例集，医療文化社，
東京，2000
 13. 上原鳴夫： 保健医療における格差と公平，日本国際保健医療学会編，国際保
健医療学，杏林書院，東京，2001
2 14. 上原鳴夫，監訳，キュアリング・ヘルスケア，中山書店，東京，2002
 15. 上原鳴夫他，国際災害研究会編，災害医学，南雲堂，東京，p297-p305，
2002
 16. 上原鳴夫・黒田幸清・飯塚悦功他，医療の質マネジメントシステム，医療機
関における ISO9001の活用，日本規格協会，東京，2003
 17. 上原鳴夫：国際保健，岸玲子・古野純典・大前和幸・小泉昭夫編，NEW予
防医学 ･公衆衛生学，南江堂，東京，2003
 18. 上原鳴夫：患者から見た保健医療の質：阿部俊子・山口徹編，総合保健医療
論－これからの保健・医療・看護－ヌーヴェルヒロカワ，東京，2003
 19. 上原鳴夫：開発途上国の地域保健医療システム・災害の疫学と保健医療の災
害対策，新福尚隆，近藤喜代太郎編，国際共生と健康放送，大学教育振興会，
東京，2004
 20. 上原鳴夫 ; 監訳 , 医療と福祉のマネジメントシステム医療と福祉の分野で働
く職員のためのコミック本，日本規格協会，東京，2004
 21. 上原鳴夫： 国際保健，山本玲子編，公衆衛生学，アイ・ケイコーポレーション，
神奈川，2006
 22. 上原鳴夫：QC質管理，長谷川敏彦編，医療安全管理事典，朝倉書店，東京，
2006
 23. 上原鳴夫： 国際保健医療の現状と課題「インドネシア」，日本国際保健医療
学会編，国際保健医療学，杏林書院，東京，2005
 24. 上原鳴夫，飯塚悦功，棟近雅彦（監修），医療の質マネジメントシステム質
向上につながる ISO導入ガイドライン，日本規格協会，東京，2006
 25. 上原鳴夫：災害に対する保健医療の備え－WHOの方針と課題，上原鳴夫，
佐藤健編，第11回日本集団災害医学会総会準備会ワークショップ報告，ワー
クショップ実行委員会，宮城，2008
 26. 上原鳴夫：国際保健，山本玲子編，公衆衛生学，アイ・ケイコーポレー
ション，2006
 27. 上原鳴夫： 医療安全全国共同行動’いのちをまもるパートナーズ’，医療白
書編集委員会編，医療白書，2008年度版，日本医療企画，東京，2008
3 28. 上原鳴夫：医療安全の世界的動向，嶋森好子・任和子編，医療安全とリスク
マネジメント，ヌーヴェルヒロカワ，東京，2008
 29. 上原鳴夫：災害医学用語，NPO災害人道医療支援会（HuMA），災害医学，
南山堂，2009
 30. 上原鳴夫：医療安全における先手管理，杉山良子編著，ナースのための危険
予知トレーニングテキスト，メディカ出版，東京，2010
 31. 上原鳴夫： 医療の質を極める，矢崎義雄編，医の未来，岩波書店，東京，
2010
Ⅱ．報告書
研究報告書
厚生科学研究費補助金事業
 1. 「病院医療の質保証システムに関する研究」　（11170101 ），主任，2001
 2. 「医療提供システムの総合的質管理手法に関する研究」　(H13－医療－028），
主任，2004
 3. 「医療安全のための教材と教育方法の開発に関する研究」（H16－医療－一
般－002），主任，2007
 4. 「医療の質・安全を確保する新しい医療システムを実現するための戦略に関
する研究」　（H18－医療－一般－005），主任，2009
厚生労働科学研究費補助金事業
 1. 「システムの質の評価と途上国の保健医療システム強化支援のあり方に関す
る研究」（H14－国際－004），主任，2005   
 2. 「途上国における公共保健医療サービスの質・安全の確保に関する政策研究」
（H17－国際－一般－001），主任，2008  
国際医療協力研究委託事業
 1. 「TQMの地域保健医療システム管理への応用に関する研究」（11公 7），主任，
2002
4 2. 「技術協力プロジェクトの効果的実施に関する研究」（17指 3），主任，2008
 3. 「国際保健専門家に必要な知識の構造化と教育モジュールの開発」（20指 5
（公）），分担，2010
 4. 「小児保健医療サービスの質管理手法に関する研究」（16公 2），分担，2007
文部科学省科学研究費補助金事業
 1. 「医療有害事象の低減をめざす介入のアウトカム評価に関する研究」（基盤研
究 A　20249034），主任，2011
その他
 1. 上原鳴夫，“医療論理教育の重要性”，高度情報化社会における生命倫理，日
本医師会，2010
 2. 上原鳴夫編；　中米 EPQIフォーラム記録集，2007
Ⅲ．研究論文
 1. 上原鳴夫・藤井千穂・田原一郎ほか，“外傷後の高ビリルビン血症”，日本救
急医学会会誌，（2），p274-p274，1975
 2. 上原鳴夫・角田富士夫・来見良誠ほか，“ICGRmax異常値例の検討と測定法
の標準化について”，薬理と治療，　(12)，p319-p319，1984
 3. 来見良誠・上原鳴夫・角田富士夫ほか，“ICGRmaxと諸検査値の相関につい
て”，薬理と治療，　(12)，p349-p319，1984
 4. 上原鳴夫・来見良誠・小玉正智，“腫瘍マーカー：胆道系の癌”，内科，(60)，
p726-p726，1987
 5. Naruo　Uehara，“Issues　in　Hospital　Projects　in　Developing　
Countries－ A　Case　Study　in　Bolivia”，Takemi　Paper　Series，
Harvard　School　of　Public　Health，1989
 6. 上原鳴夫・我妻尭，“途上国の病院医療－医療資源の観点から”，国際協力研
究，6(2)，p43-p60，1990
5 7. 上原鳴夫，“途上国での医療におけるテクノロジーアセスメントの重要性に
ついて”，MTA　Newslettr，(2)，p11-p13，1990
 8. 上原鳴夫，“災害対策－ ｢国際防災の10年」における保健医療の役割－”，救
急医学，15(13)，p1737-p1743，1991
 9. 上原鳴夫，“「パターナリズム」と「オートミー」”，からだの科学，(158)，
p110-p110，1991
 10. Naruo Uehara，“Hospitals　in　Developing　Countries：in　the　Perspective 
of　Limited　Resources”，Technology　and　Deveiopment　，5，p17-p33，
1992
 11. 上原鳴夫，“患者の自立と医療参加”，カプセル，(38)，p2-p2，1992
 12. 上原鳴夫，“患者代理人”，からだの科学，(166)，p29-p29，1992
 13. 上原鳴夫，“医療プロジェクトの評価について”，国際開発研究 ，1(2)， 
p97-p107，1992
 14. 上原鳴夫，“病院医療における国際協力のあり方について”，生存科学， 
3 ( 1 )，p49-p60，1992
 15. 上原鳴夫，“保健医療における集団災害対策の考え方”，しずおかジャーナル，
2(2)，p12-p16，1992
 16. 上原鳴夫，“診療機能の質の評価と経済効率”，医療，47(6)，p417-p419，1993
 17. 上原鳴夫，“国際保健医療協力体制”，病院管理，p363-p380，1993
 18. 上原鳴夫，“医療の質を考える”，からだの科学，（171），p16-p21，1993
 19. 上原鳴夫，“医療の質を考える”，からだの科学，（172），p105-p109，1993
 20. 上原鳴夫，“医療の質を考える”，からだの科学，（173），p108-p111，1993
 21. 上原鳴夫，“医療の質を考える”，からだの科学，（175），p84-p87，1993
 22. 上原鳴夫，“医療の質を考える”，からだの科学，（176），p91-p95，1993
 23. 小林廉毅・上原鳴夫・下杉彰男，“離島医療における臨床検査”，公衆衛生，
57(2)，p145-p149，1993
6 24. 上原鳴夫，“災害に対する予防と準備”，日本医師会雑誌，110 (6)，p705-p708, 
1993
 25. 上原鳴夫，“医療の地震防災対策－病院の備え”，地震ジャーナル（地震予知
総合研究振興会），(17)，p33-p38，1994
 26. Naruo　Uehara，“Evolution　of　the　Concept　of　Quality，and　
Potentials　of　TQM　in　Health　Services”，Proceeding　of　ASEAN　
Workshop　on　Quality　Management　of　Health　Services，1995
 27. 伊澤恭一・上原鳴夫・内田康雄・葛西健・西田良子・野村徹・樋田俊雄・平
山恵・和気邦夫，“保健分野における案件発掘および形成の留意点”，発展途
上国の保健セクターの開発戦略，p33-p40,1996
 28. 上原鳴夫，“総合的質管理”，からだの科学，(189)，p90-p99，1996
 29. 上原鳴夫，“国際医療協力の転換を求めて”，からだの科学（連載），(192)，
p103-p108，1997
 30. 上原鳴夫，“国際医療協力の転換を求めて”，からだの科学（連載），(193)，
p110-p115，1997
 31. 上原鳴夫，“インドネシアの経済危機と Social Safety Net”，東北医学会誌，
110，p197-p200，1998
 32. 上原鳴夫，“TQMと医療の標準化－「先端の技術」から「確実な医療」へ”，
病院，57(6)，p523-p527，1998
 33. 上原鳴夫，“医療における TQMの役割を考える”，社会保険旬報　1990，
p10-p13，1998
 34. K Ohara, V Melendez, N Uehara, G ohi，“Study of a patient referral system in 
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